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び 

か
た 

美 
　
波は

光こ
う

と
酉ゆ
う
い
ち
ろ
う

一
郎

　
美
術
に
は
一
代
限
り
の
こ
と
が
あ
り
ま
す
し
、
祖
父
、
父
、
本
人
と
、
代
々
継
が

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
現
代
の
画
家
た
ち
に
も
、
そ
う
い
う
境
遇
の
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
特
に
工
芸
技
術
は
当
り
前
の
よ
う
に
継
が
れ
て
い
ま
す
が
、
此こ
の
ご
ろ頃
は
、「
息

子
が
継
が
な
い
。」「
孫
が
継
が
な
い
。」
と
の
歎な
げ

き
の
声
が
、
ど
の
分
野
で
も
一
般

的
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
、
古
い
ス
タ
イ
ル
か
と
、
し
き
り
に
思
い
ま
す
。

　
め
っ
た
に
な
い
例
と
思
い
ま
す
が
、
入い
り

江え

波は

光こ
う

、
酉ゆ
う

一い
ち

郎ろ
う

は
父
子
の
日
本
画

家
で
す
。
入
江
波
光
は
こ
の
コ
ラ
ム
で
も
取
り
上
げ
ま
し
た
が
、
明
治
四
十
二
年

（
一
九
〇
九
年
七
月
）
開
校
の
京
都
市
立
絵
画
専
門
学
校
に
入
学
し
ま
し
た
。
本
科

の
同
級
生
は
榊
原
紫
峰
、
榊
原
春
之
助
、
松
宮
左
京
、
村
上
華か

岳が
く

、
星
野
空く
う

外が
い

、
別

科
（
技
術
を
免
除
）
か
ら
は
小
野
竹
ち
っ

橋
き
ょ
う
（
喬
）、
土
田
麦ば
く

僊せ
ん

ら
が
来
ま
し
た
。
波
光

を
加
え
て
も
、
わ
ず
か
八
人
の
卒
業
生
で
あ
り
ま
し
た
。
教
授
陣
は
豪
華
で
、
京
都

市
立
美
術
工
芸
学
校
の
教
授
竹
内
栖せ
い

鳳ほ
う

、
兼
任
教
授
は
菊
池
芳
文
、
谷
口
香
こ
う
き
ょ
う
嶠
、
山

元
春
し
ゅ
ん
き
ょ
挙
、
助
教
授
に
は
西
山
翠
す
い
し
ょ
う
嶂
、
合
田
一
峰
。
美
学
・
美
術
史
（
新
講
座
）
は
新
進
・

留
学
組
の
東
京
帝
国
大
学
の
若
手
教
授
中
井
宗
太
郎
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　
中
井
宗
太
郎
の
影
響
は
絶
大
で
、
そ
の
情
熱
あ
る
熱
弁
は
美
術
学
校
ば
か
り
か
、

各
塾
生
・
先
生
た
ち
に
も
拡
が
り
、
一
種
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
は
、
京
都
画
壇
全
般
に
渗し
ん

透と
う

し
て
ゆ
き
ま
し
た
。
中
で
も
、
八
人
の
卒
業
生
は
真
面
目
で
且
つ
勉
強
家
で
し
た
。

彼
等
は
文
展
（
文
部
省
美
術
展
覧
会
）
に
批
判
的
な
眼
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
彼
等

は
集
ま
る
度
に
、
審
査
結
果
に
不
満
を
洩
ら
し
て
お
り
ま
し
た
。「
シ
ャ
ノ
ワ
ー
ル
」

「
ル
・
マ
ス
ク
」
な
ど
小
集
会
・
小
展
示
を
繰
り
返
し
ま
し
た
が
、
自
ら
の
審
査
で
、

自
ら
の
展
覧
会
を
創
ろ
う
と
、
考
え
が
一
致
し
て
ゆ
き
ま
し
た
。
主
任
教
授
の
竹
内

栖せ
い

鳳ほ
う

に
も
相
談
し
ま
し
た
が
、栖
鳳
か
ら
賛
意
も
得
ら
れ
て
、大
正
七
年
（
一
九
一
八

年
）
一
月
二
〇
日
、
念
願
の
『
国
画
創
作
協
会
』
を
創
立
し
ま
し
た
。
そ
の
発
会
式

に
は
、
生う
ま

ル
ル
モ
ノ
ハ
芸
術

ナ
リ
。
機
構
に
由よ

ツ
テ
成
ル

ニ
ア
ラ
ズ
（
中
略
）
と
、
格

調
高
い
宣
言
文
を
発
表
し
ま

し
た
。
鑑
査
員
は
竹
内
栖
鳳
、

中
井
宗
太
郎
が
引
き
受
け
ま

し
た
。
入
江
波
光
は
国
画
創

作
協
会
の
結
成
の
時
、
偶た
ま

々た
ま

参
加
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
翌

年
、
公
募
の
形
で
作
品
を
出

品
し
、
審
査
を
受
け
て
入
選

を
果
た
し
ま
し
た
。
そ
の
態

度
で
判
る
こ
と
で
す
が
、
波

光
は
誠
実
に
規
則
を
守
る
人

で
し
た
。
上
村
松
し
ょ
う
こ
う篁
の
学
生

時
代
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
波

光
は
作
品
の
出
来
栄
え
は
正

加
藤
類
子

美
術
史
家
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直
に
、
厳
し
く
指
適
し
、
有
名
人
（
松
園
）
の
子
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
何
の
忖そ
ん

度た
く

も

し
な
か
っ
た
よ
う
で
し
た
。
ま
た
、
学
年
末
制
作
の
際
に
は
、
各
教
授
が
適
切
と
思

わ
れ
る
作
品
を
取
り
出
す
こ
と
が
普
段
の
や
り
方
で
す
が
、
波
光
先
生
は
自
分
が
不

適
切
と
思
わ
れ
る
作
品
を
裏
返
し
さ
れ
た
と
言
い
ま
す
。
松
篁
画
伯
の
回
想
で
は
、

そ
れ
が
、
多
く
の
学
生
に
受
け
て
い
た
と
言
い
ま
す
。
余
程
信
用
さ
れ
て
い
た
先
生

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
年
）、
京
都
市
の
要
請
で
、
波
光
は
中
井
宗
太
郎
と
共
に
、

欧
州
視
察
の
旅
に
上
り
ま
す
。
こ
の
前
年
、
土
田
麦
僊
、
小
野
竹
喬
も
渡
欧
し
て
い

ま
す
か
ら
、
足
か
け
三
年
に
亘わ
た

っ
て
、
国
展
は
休
止
状
態
と
な
り
ま
し
た
。
公
募
展

の
性
格
上
、
由
々
し
き
事
態
だ
っ
た
筈は
ず

で
す
。
そ
の
間
、
主
要
会
員
の
う
ち
華
岳
は

体
調
を
崩
し
て
、
神
戸
・
花
隈
に
隠い
ん

退た
い

し
ま
す
。
紫
峰
も
引
退
同
様
と
な
り
ま
し
た
。

国
画
創
作
協
会
は
昭

和
三
年
（
一
九
二
八

年
）
ま
で
続
き
ま
し

た
が
、
波
光
は
模

写
と
学
校
教
育
に

忙ぼ
う

殺さ
つ

さ
れ
ま
し
た
。

国
展
の「
華
の
時
代
」

は
恐
ら
く
、
関
東
大

震
災
（
一
九
二
三
年

九
月
）
以
前
の
頃
の

こ
と
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　
酉
一
郎
の
絵
画

専
門
学
校
在
学
は
、

太
平
洋
戦
争
の
直

前
の
こ
と
で
し
た
。
ま
だ

学
校
は
形
を
整
え
て
お

り
、
授
業
も
普
段
通
り

行
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

そ
れ
が
崩
れ
た
の
は
、
昭

和
十
九
年
（
一
九
四
四

年
）
の
学
徒
出
陣
、
学
徒

勤
労
令
で
し
た
。
酉
一
郎

は
召
集
さ
れ
て
、
マ
レ
ー

半
島
に
送
ら
れ
ま
し
た
。

あ
の
「
白
骨
街
道
」
を
現

出
し
た
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦

の
た
め
で
し
た
。
父
波
光

は
「
酉
一
郎
は
も
う
帰
っ

て
来
な
い
の
で
は
な
い

か
。」
と
洩
ら
し
た
と
言

い
ま
す
。
部
隊
の
指
揮
官

の
機
転
で
、
幸
い
に
も
、

酉
一
郎
は
帰
っ
て
来
ま
し
た
。
喜
び
も
束
の
間
、
波
光
は
癌が
ん

に
倒
れ
ま
し
た
。
壁
画

模
写
は
完
成
寸
前
で
し
た
。
帰
っ
て
来
た
酉
一
郎
も
、
そ
の
事
業
に
没ぼ
っ
と
う頭
し
ま
し
た
。

一
九
四
九
年
（
昭
和
二
十
四
年
）
の
早
春
、
法
隆
寺
壁
画
は
失
火
に
よ
っ
て
焼
失
し

ま
し
た
。
波
光
は
既
に
亡
く
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
、
歎
か
ず
に
済
み
ま
し
た
。
し

か
し
、
喪
失
は
誰
に
と
っ
て
も
悲
劇
で
し
た
。
酉
一
郎
に
と
っ
て
も
、
同
様
で
し
た
。

イ
ン
パ
ー
ル
の
戦
場
の
こ
と
と
法
隆
寺
焼
失
の
こ
と
を
、
酉
一
郎
は
決
し
て
口
に
出

し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
最
後
に
、
少
し
四
条
派
の
こ
と
を
語
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
江
戸
時
代
中
期
、
円ま
る
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山や
ま

応お
う

挙き
ょ

が
円
山
派
を
創
設
し
て
、
写
生
画
を
広
め
ま
し
た
。
そ
れ
に
、
蕪ぶ

村そ
ん

の
俳
諧

と
俳
画
・
文
人
画
の
弟
子
で
あ
っ
た
呉ご

春
し
ゅ
ん

が
、
よ
り
解
り
易
い
、
抒
じ
ょ
じ
ょ
う情
的
な
要
素
を

加
え
ま
し
た
。
そ
の
派
の
画
家
た
ち
は
四
条
通
を
中
心
に
居
住
し
て
い
た
こ
と
で
、

「
四
条
派
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。
応
挙
の
固
苦
し
い
「
円
山
派
」
に
対
し
て
、「
四
条
派
」

は
多
く
の
人
々
か
ら
、絶
大
な
支
持
を
得
て
、京
都
画
壇
は
「
四
条
派
」
一
色
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
系
列
が
現
在
も
続
い
て
お
り
ま
す
。
明
治
以
降
、
公
私
立

の
美
術
学
校
が
創
立
さ
れ
、
海
外
美
術
の
影
響
も
あ
っ
て
、
院
展
も
対
抗
勢
力
と
し

て
大
い
に
力
を
発
揮
し
ま
し
た
が
、
東
京
の
絵
と
、
ど
こ
か
違
う
と
の
印
象
は
、
根

強
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
大
き
な
理
由
の
一
つ
は
、「
花
鳥
画
」
で
あ
る
こ
と

で
す
。
仏
教
美
術
の
影
響
か
ど
う
か
も
判
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
、
発
祥
地
は
中
国
、
多

分
、
清
朝
末
期
の
時
代
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
中
国
は
宋
・
元
時
代
か
ら
、
花
鳥
画

は
盛さ
か

ん
で
し
た
。
一
見
、
仏
教
美
術
と
見
え
て
も
、
格
調
あ
る
宮
廷
絵
画
に
見
え
て

も
、
子
孫
繁
栄
、
家
族
安
全
、
出
世
願
望
の
思
い
は
、
中
国
人
に
と
っ
て
は
永
遠
の

願
望
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
多
く
の
国
宝
級
の
美
術
品
も
、
元も
と

を
た
だ
せ
ば
、
そ

の
願
望
が
動
機
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
こ
に
も
生
え
る
植
物
や
ど
こ
に
も
居
る
鳥
・

虫
・
獣
・
魚
ら
も
、
そ
の
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
纏ま
と

め
て
、「
花
鳥
画
」

と
言
い
ま
す
。

　
酉
一
郎
は
父
波
光
と
同
様
、
四
条
派
即
ち
、
花
鳥
画
の
竹
内
栖
鳳
に
師
事
し
ま
し

た
。
酉
一
郎
の
「
花
鳥
画
」
は
、「
ち
ょ
っ
と
他
に
類
の
な
い
（
故
・
河
北
倫み
ち

明あ
き

談
）」

花
鳥
画
で
す
。
威
厳
に
満
ち
渋
い
波
光
画
に
較く
ら

ぶ
べ
く
も
無
い
も
の
で
す
。
ひ
と
こ

ろ
海
外
を
旅
行
さ
れ
て
、
東
南
ア
ジ
ア
、
オ
セ
ア
ニ
ア
の
風
物
が
描
か
れ
た
時
期
も

あ
り
ま
し
た
。
熱
帯
花
鳥
に
幻
惑
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
一
方
、
孤
独
な
カ
ン
ガ

ル
ー
、
ラ
イ
オ
ン
の
雄
、
ロ
バ
な
ど
を
描
い
た
作
品
は
、
画
家
の
孤
独
な
心
情
を
想

わ
せ
ま
す
。
か
つ
て
個
展
の
小
冊
子
で
、
酉
一
郎
は
「
ロ
バ
」
に
つ
い
て
語
ら
れ
て

い
ま
す
。

　「
労
働
を
強
い
ら
れ
る
ロ
バ
の
目
は
す
ば
ら
し
い
。
顔
を
ど
ん
な
に
近
づ
い
て
も
、

そ
の
表
情
は
変
ら
な
い
。
何
を
思
っ
て
い

る
の
か
、
何
を
見
つ
め
て
い
る
の
か
、
動

く
こ
と
の
な
い
目
だ
け
ど
何
か
を
思
う
す

ば
ら
し
い
光
を
見
る
。
人
を
乘の

せ
、
重
い

荷
物
を
背
負
わ
さ
れ
て
歩
き
出
す
ロ
バ
は

可
愛
そ
う
で
・
・
・
・
春
風
に
さ
そ
わ
れ

て
歩
き
出
す
ロ
バ
を
画か

く
。」

　
何
と
詩
的
な
文
章
で
し
ょ
う
。「
花
鳥
画
」

の
表
面
は
ま
っ
た
く
違
う
こ
と
を
描
い
て

い
ま
す
。
日
も
月
も
花
も
、
そ
れ
を
や
さ

し
く
包
ん
で
い
ま
す
。
女
の
人
も
、
花
の

化
身
の
よ
う
で
す
。
ど
ん
な
孤
独
な
青
年

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
何
も
語
ら
な
い

酉
一
郎
氏
の
カ
タ
ル
シ
ス
を
想
い
ま
す
。
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京
都
の
街
は
、
平
安
京
の
条
坊
制
以

来
、
縦
通
り
三
十
三
、
横
通
り
三
十
九

の
七
十
二
の
大
路
・
小
路
に
始
ま
り
、

時
代
を
経
る
に
従
い
人
口
も
増
し
、
街

割
の
形
状
も
変
化
し
て
き
ま
し
た
。

　

大
内
裏
跡
も
内う
ち

野の

と
呼
ば
れ
街
路
に

区
切
ら
れ
、
豊
臣
秀
吉
以
降
に
大
路
・

小
路
の
間
に
縦
横
の
通
り
が
造
ら
れ
、

土
地
の
有
効
利
用
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

一
条
通
以
北
に
急
速
に
道
が
拓ひ
ら

け
て

行
っ
た
た
め
、
蜘
蛛
の
巣
状
に
細
分
化

さ
れ
た
通
り
・
筋
・
横
丁
・
小
路
が
発

展
し
て
行
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
い
わ
ゆ

る
「
辻
子
」
と
い
わ
れ
る
も
の
の
起
源

で
す
。
通
り
か
ら
通
り
を
つ
な
ぐ
小
路

で
す
。「
図（
圖
）子
」
と
表
記
さ
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、「
辻
子
」
を
「
づ

し
」
と
読
む
の
が
困
難
な
た
め
、
同
意

義
語
と
し
て
「
図
子
」
の
字
が
宛
て
ら

れ
た
も
の
で
、「
辻
子
」
が
本
来
の
表

記
で
あ
る
と
す
る
の
が
一
般
的
で
す
。

　

さ
て
、
日
本
家
屋
の
伝
統
的
な
茅
葺

屋
根
の
天
井
裏
の
空
間
を「
つ
し
」と
言

い
ま
す
。
そ
の
「
つ
し
」
の
壁
面
構
造

は
、
竹
組
・
木
組
か
ら
成
る
格
子
状
で
、

縄
絡
み
に
造
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
仏

像
や
経
典
、
大
切
な
も
の
を
安
置
す
る

棚
を
「
厨
子
棚
」
と
い
い
、
こ
れ
も
格

子
組
に
な
っ
て
い
る
も
の
が
多
く
、
通

り
の
「
辻
子
」
も
こ
れ
ら
と
同
様
で
、

図
に
表
す
と
厨
子
棚
の
よ
う
な
地
図
が

出
来
上
が
り
ま
す
。
つ
ま
り
、「
辻
子
」

や
「
厨
子
」
の
語
源
は
「
つ
し
」
か
ら

生
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。「
つ
し
」

と
い
う
語
も
古
く
は
清
音
で
言
っ
て
い

た
か
、
濁
音
で
言
っ
て
い
た
か
分
か
ら

ず
「
づ
し
」
と
も
「
つ
じ
」
と
も
読
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、「
辻
」
は
国
字
で
あ
り
日
本

で
生
ま
れ
た
字
で
す
。
表
形
文
字
・
表

意
文
字
と
し
て
も
大
変
良
く
出
来
た
文

字
で
す
。

　

こ
う
し
て
次
第
に
出
来
て
き
た
「
辻

子
」
は
、
そ
の
地
の
人
々
に
よ
っ
て
一

番
ふ
さ
わ
し
い
名
を
付
け
ら
れ
、
親
し

ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ゆ
き
ま
し
た
。

　

辻
子
の
名
は
、大
体
に
お
い
て
地
名
・

町
名
・
寺
名
・
人
名
等
何
ら
か
の
由
来

に
よ
る
も
の
が
多
く
、
意
味
深
い
命
名

が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
地
域

だ
け
の
固
有
の
辻
子
の
名
で
あ
る
こ
と

を
強
調
す
る
よ
う
に
、
必
ず
「
〇
〇
の

辻
子
」
と
表
現
し
、
間
に
「
の
」
の
字

を
入
れ
ま
す
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
上
京
区
内
に
は
名

前
に
し
て
百
二
十
二
、
場
所
に
し
て

九
十
一
の
「
辻
子
」
を
確
認
し
て
い
ま

す
。（
別
表
参
照
）
今
回
は
そ
の
内
、

現
在
、
辻
子
の
名
が
そ
の
ま
ま
町
名
・

通
り
名
に
な
っ
て
い
る
所
を
取
り
上
げ

て
み
ま
し
た
。

山
本
　
喜
康

特
定
非
営
利
活
動
法
人

京
都
観
光
文
化
を
考
え
る
会
・
都み
や
こ
ぐ
さ草

上
京
区
内
の
辻
子
に
つ
い
て

そ
の
四づ　

　

し
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『
相
合
の
辻
子
』・『
藍
屋
の
辻
子
』

（
相
合
の
図
子
通
・
下
ノ
森
通
）

　
「
相
合
」
は
こ
の
通
り
の
頭
辺
に
古

く
遊
郭
が
あ
り
相
合
の
場
で
あ
っ
た
こ

と
に
因ち
な

む
。
今
で
は
「
下
ノ
森
通
」
と

呼
ば
れ
て
い
る
が
、筆
者
が
幼
い
頃
は
、

こ
の
あ
た
り
に
住
む
者
は
皆
「
相
合
の

辻
子
」
と
呼
ん
で
い
た
。
通
り
を
歩
く

と
見
か
け
る
古
い
森
下
仁
丹
の
町
名
看

板
に
も
「
相
合
ノ
図
子
通
」
と
表
記
さ

れ
て
い
る
。

　
「
藍
屋
」
は
下
立
売
辺
に
「
藍
屋
」

が
あ
っ
た
か
ら
と
い
う
説
も
あ
る
が
、

詳
細
は
不
明
。「
あ
い
あ
い
」
が
「
あ

い
や
」と
訛
っ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

『
今
の
辻
子
』（
今
図
子
町
）

（
新
町
通
室
町
通
間
今
出
川
下
る
）

　

今
出
川
通
へ
出
る
辻
子
と
い
う
と
こ

ろ
か
ら
付
け
ら
れ
た
か
、
又
は
「
今
」

に
は
「
新
」
の
意
味
が
あ
り
、
新
し
く

出
来
た
辻
子
と
い
う
意
か
。
元
亀
二
年

（
一
五
七
一
）『
上
下
京
御
膳
方
御
月
賄

米
寄
帳
』、天
保
二
年
（
一
八
三
一
）『
改

正
京
町
絵
図
細
見
大
成
』
に
記
載
が
あ

る
。

『
大
峯
の
辻
子
』（
大
峰
図
子
町
）

（
西
洞
院
通
武
者
小
路
一
条
間
）

　

慶
長
年
間
（
一
五
九
六
）
ま
で
、
こ

の
あ
た
り
一
帯
を
大
峰
野
と
い
い
、
大

峰
寺
と
い
う
寺
も
あ
っ
た
。
三
条
天
皇

の
中
宮
、
藤
原
研
子
は
こ
の
地
で
荼だ

毘び

に
付
さ
れ
た
。（
本
誌
51
号
参
照
）

─ 7 ─ ─ 6 ─

※筆者が古地図などをもとに
　独自に調査したもの

下ノ森通に残る
町名表示板

大峯寺跡に残る石塔
（普段は扉を開けていない）

辻子の名称 所在地
1 藍屋の辻子・相合の辻子

相合の図子通
＝下ノ森通

2 相の辻子 東今小路町

3 安楽光院の辻子 安楽小路町

4 いさとの辻子 伊佐町

5 石屋の辻子 東石屋町・西石
屋町

6 出雲（寺）の辻子 上御霊前通室
町東入

7
一条殿の辻子・十
乗坊（住照坊）の辻
子・松並の辻子

一松町

8 狗
ヌ

の辻子 梅屋町

9 今の辻子 今図子町

10 入江（殿）の辻子 上立売町

11 裏
シデ

の辻子 裏風呂町

12 裏
ウラ

の辻子 西裏辻町

13 浦の辻子 浦築地町

14 円覚寺の辻子 柳風呂町・下塔
之段町

15 狼の辻子 実相院町

16 扇の辻子 扇町

17 大峯の辻子 大峰図子町

18 戒光寺の辻子 戒光寺町

19 内堅の辻子・大
オオ

舎
トネリ

人
の辻子

猪熊通出水上
ル蛭子町

20 花山の辻子 姥ヶ榎木町

21
賀世伊（がんせい・
かせが・かせい）の
辻子

岩栖院町

22 片岡の辻子 岡松町

23 刀の辻子 一条殿町

24 狩野（殿）の辻子 元図子町

25 鹿ノ子屋の辻子 新美濃部町

26 かまがの辻子 北野右近の馬
場辺

27 川勝の辻子 室町頭辺

28 歓喜寺の辻子 鶴山町

29 菅
カンジョ

所の辻子 川瀬町

30 観世の辻子・硯屋の辻子 硯屋町

31 久斎の辻子 畠中町

32 国松の辻子 竪富田町

33 後藤の辻子 下木下町

34 革堂の辻子 革堂仲之町

35 近衛の辻子 弁財天町

36 近衛殿の辻子 近衛殿北口町

37
御領の辻子・御料
人の辻子・中御霊
の辻子

中御霊図子町

38 だいうす（大宇須・
大臼・徒

ゼウス

斯）の辻子
竪富田町

39 大聖寺殿の辻子 毘沙門町

40 竹屋の辻子 竹屋町

41 橘の辻子 観三橘町

42 定家の辻子・殿下の辻子 東上善寺町

43 天神の辻子 下天神町

44 桜井の辻子 桜井町

45 三太夫の辻子 滝ケ鼻町

46 三田屋の辻子・三太夫の辻子 三助町

辻子の名称 所在地
47 地奥の辻子 今出川通七本

松東入突抜町

48 信楽の辻子 木下突抜町

49 慈眼庵の辻子・じげながの辻子 慈眼庵町

50 地獄の辻子 真盛町西部

51 芝の辻子 芝之町

52 寿量の辻子 末広町

53 聖護院（正後院・せいご院殿）の辻子 御所八幡町

54 聖天の辻子 聖天町

55 白
シラウメ

梅の辻子・虱の
辻子

北之辺町

56 真盛の辻子 真盛町

57 主殿の辻子 御苑内

58 瑞龍寺の辻子 竪門前町

59 清次郎の辻子 筋違橋町・竪社
北半町

60 神明の辻子 上柳原町

61 宗忠の辻子 東西町

62 道正の辻子 道正町

63 常盤井の辻子 常盤井図子町

64 百々の辻子 百々町

65 鳥屋の辻子・蒔絵（餌）の辻子 蒔鳥屋町

66 富田の辻子 竪富田町

67 鍋屋の辻子 室町通今出川
上ル西入辺

68 野山の辻子 三軒町

69 畠山殿の辻子 畠山町

70 瓢箪の辻子 瓢箪図子町

71 風呂の辻子 裏風呂町

72 法華寺（堂）の辻子 西町（天神筋）

73 本阿弥の辻子・実相院の辻子 実相院町

74 桝形笠屋の辻子 三栄町

75 又の辻子 一番町

76 又之辻子 東今小路町・末
之口町

77 味噌屋の辻子 西北小路町

78 水落の辻子・地蔵の辻子・箸箱の辻子 水落町

79 無学（覚）の辻子 下柳原南半町

80 元誓願寺の辻子 東町・仲之町・
西町・頭町間

81 曼陀羅の辻子 曼陀羅町

82 紋屋の辻子 紋屋町

83 柳之辻子 柳図子町

84 藪の辻子 四番町

85 藪の下辻子 片原町

86 山名（殿）の辻子 山名町

87 鎗の辻子 御苑内北西部

88 鎧の辻子 玄武町

89 本満寺の辻子 鶴山町

90 清法院の辻子 一条殿町

91 所司代の辻子

丸太町竹屋町
間の堀川通よ
り西に上所司
代・下所司代が
あった時の間
の通り



『
狩
野（
殿
）の
辻
子
』（
元
図
子
町
）

（
元
誓
願
寺
通
新
町
西
入
る
）

　

現
在
も
通
り
中
程
北
側
に
狩
野

元
信
邸
跡
を
示
す
石
碑
が
建
っ
て

い
る
。

　

元
信
は
狩
野
派
の
祖
・
正
信
の

長
男
で
、
後
年
、
法ほ
う

眼げ
ん

（
仏
教
に
お
け

る
僧
位
の
ひ
と
つ
）
に
叙
せ
ら
れ
、
大

仙
院
方
丈
障
壁
画
と
し
て
描
か
れ
た

『
四
季
花
鳥
図
』
や
、
東
京
国
立
博
物

館
所
蔵
の
『
禅
宗
祖
師
図
』
な
ど
、
現

存
す
る
作
品
の
ほ
と
ん
ど
が
重
要
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
狩
野
派
の
基

礎
を
築
い
た
と
言
わ
れ
て
お
り
、
元
信

の
指
導
を
受
け
た
孫
・
永
徳
が
、
の
ち

に
上
杉
本
『
洛
中
洛
外
図
屏
風
』
を
描

く
こ
と
と
な
っ
た
。
墓
所
は
上
御
霊
前

通
小
川
東
入
の
妙
覚
寺
に
あ
り
、
元
信

ほ
か
、
永
徳
や
重
信
な
ど
、
狩
野
一
族

が
眠
っ
て
い
る
。

『
御
領
の
辻
子
』・『
御
料
人
の
辻
子
』・

『
中
御
霊
の
辻
子
』（
中
御
霊
図
子
町
）

（
新
町
通
今
出
川
一
丁
上
る
東
入
る
）

　

一
つ
の
辻
子
に
複
数
の
名
の
あ
る
辻

子
が
何
ヶ
所
か
あ
る
う
ち
の
一
つ
。
近

衛
家
の
領
地
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る

名
。
※
諸
説
あ
り
。「
御
霊
神
社
の
旧

地
だ
っ
た
」
と
す
る
説
も
あ
る
。

『
常
盤
井
の
辻
子
』（
常
盤
井
図
子
町
）

（
新
町
通
小
川
通
間
武
者
小
路
上
る
）

　

後
柏
原
天
皇
の
甥
、
常
盤
井
宮
の
邸

宅
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
の
名
。
常
盤
井

宮
家
は
、
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町

時
代
に
か
け
て
存
在
し
た
宮

家
で
、
こ
の
あ
た
り
に
邸
宅
が

あ
っ
た
こ
と
は
、
上
杉
本
『
洛

中
洛
外
図
屏
風
』
に
も
示
さ
れ

て
い
る
。

『
瓢
箪
の
辻
子
』（
瓢
箪
図
子
町
）

（
室
町
通
新
町
通
間
上
立
売
下
る
）

　

室
町
幕
府
の
花
の
御
所
の
跡
に

拓
か
れ
た
街
。
名
の
由
来
は
不
明

な
が
ら
、
地
形
説
、
地
割
説
な
ど

が
考
え
ら
れ
る
。

『
柳
の
辻
子
』（
柳
図
子
町
）

（
烏
丸
通
上
立
売
上
る
西
入
る
）

室
町
小
学
校
南
側

　
『
太
平
記
』の
中
に
、「
柳
が
辻
」と
い

う
地
名
が
あ
り
、
そ
れ
が
こ
の
辺
だ
と

い
う
説
と
、
宝
暦
町ま
ち
か
が
み鑑
に「
柳
の
水
」と

い
う
名
水
が
あ
っ
た
と
い
う
説
が
あ
る
。

　

現
在
で
も
市
中
を
往
来
し
て
い
て
、

名
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
不
明
な
が
ら
辻

子
形
態
の
街
筋
に
よ
く
出
合
い
ま
す
。
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柳図子町

常盤井図子町

元図子町（狩野（殿）の辻子）

中御霊図子町（同志社大生が行き交う）

室町小
柳の辻子同志社大

新町キャンパス
同志社大
新町キャンパス

御領の
辻子
御領の
辻子

室
町
通

今
出
川
通

新
町
通

小
川
通

狩
野（
殿
）の
辻
子

狩
野（
殿
）の
辻
子

常
盤
井
の
辻
子

大
峯
の
辻
子

今
の
辻
子

今
の
辻
子

上
京

区
役
所

上
京

区
役
所

瓢
箪
の
辻
子



　

仏
の
教
え
を
説
か
れ
た
お
釈
迦
さ
ん

が
、
こ
の
世
か
ら
旅
立
た
れ
た
こ
と

を
「
涅ね

槃は
ん

」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
古
代

イ
ン
ド
の
言
葉
で
は
「
ニ
ル
・
バ
ー

ナ
」
と
い
い
、
そ
の
意
味
は
「
火
を
吹

き
消
す
こ
と
」。
こ
の
言
葉
が
漢
訳
さ

れ
て
「
涅
槃
」
と
な
っ
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
数
あ
る
お
経
の
中
に
「
涅
槃

経
」
が
あ
り
、
こ
れ
は
お
釈
迦
さ
ん

が
、
涅
槃
に
入
る
直
前
に
語
っ
た
と
さ

れ
る
内
容
を
記
し
た
も
の
と
伝
わ
り
ま

す
。
奈
良
斑い
か

鳩る
が

の
法
隆
寺
に
「
玉
虫
厨

子
」
と
呼
ば
れ
る
国
宝
が
守
ら
れ
て
き

ま
し
た
。
宝
物
館
で
ご
覧
頂
け
る
そ
の

厨
子
の
四
面
に
そ
れ
ぞ
れ
、
別
々
の
物

語
が
絵
で
表
現
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
一

面
に
「
施せ

身し
ん

聞も
ん

偈げ

図
」
が
描
か
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
お
釈
迦
さ
ん
の
前
世
の

物
語
で
、
遠
い
昔
、
雪
の
積
も
る
ヒ
マ

ラ
ヤ
山
中
で
修
業
を
し
て
い
た
童
子
が

い
た
と
い
い
ま
す
。
厳
し
い
修
行
に
励

ん
で
い
た
童
子
の
耳
に
、
ど
こ
か
ら
か

「
諸し
ょ
ぎ
ょ
う
む
じ
ょ
う

行
無
常
～
、
是ぜ
し
ょ
う生
滅め
っ
ぽ
う法
～
、」
と

聞
こ
え
て
き
ま
す
。
そ
の
声
の
主
が
羅ら

刹せ
つ

（
鬼
神
）
で
あ
る
こ
と
を
知
り
な
が

ら
、
臆
す
る
こ
と
な
く
「
そ
の
続
き
を

お
聴
か
せ
願
い
た
い
。」
と
所
望
し
ま

す
が
、
羅
刹
は
「
長
ら
く
何
も
食
べ
て

い
な
い
の
で
、
お
前
の
血
と
肉
と
引
き

換
え
な
ら
、
お
し
え
て
や
ろ
う
。」
と

返
し
ま
す
。真
理
を
知
る
た
め
な
ら
ば
、

命
も
惜
し
く
な
い
と
考
え
た
童
子
は
た

め
ら
い
も
な
く
こ
の
要
求
を
の
み
ま

し
た
。
そ
し
て
羅
刹
は
「
生し
ょ
う
め
つ
め
つ
い

滅
滅
為
、

寂じ
ゃ
く
め
つ
い
ら
く

滅
為
楽
。」
と
続
き
の
言
葉
を
誦
し

ま
し
た
。
そ
の
深
遠
な
る
教
え
に
触
れ

た
童
子
は
「
諸
行
無
常　

是
生
滅
法　

生
滅
滅
為　

寂
滅
為
楽
」
と
岩
肌
に
書

き
記
し
た
後
、
約
束
通
り
羅
刹
に
身
を

捧
げ
る
た
め
、
高
い
岩
場
か
ら
身
を
投

げ
ま
し
た
。
す
る
と
羅
刹
は
そ
の
身
を

帝
釈
天
に
戻
し
て
、
俄
に
飛
び
立
ち
、

谷
底
に
落
下
す
る
童
子
を
危
機
一
髪
救

い
上
げ
ま
す
。
帝た
い
し
ゃ
く
て
ん

釈
天
は
そ
の
身
を
羅

刹
に
代
え
て
、
真
理
を
求
め
て
修
行
を

す
る
童
子
の
覚
悟
を
知
り
た
か
っ
た
の

で
し
ょ
う
。
帝
釈
天
が
雪
山
で
出
逢
っ

た
こ
の
童
子
こ
そ
が
そ
の
後
、
輪
廻
転

生
（
何
度
か
生
ま
れ
変
わ
り
）
を
繰
り

返
し
、
今
か
ら
二
千
五
百
年
程
前
に
誕

生
し
た
お
釈
迦
さ
ん
だ
っ
た
の
で
す
。

　
「
諸
行
無
常　

是
生
滅
法　

生
滅
滅

為　

寂
滅
為
楽
」
と
い
う
言
葉
は
、
後

の
「
い
ろ
は
歌
」
の
ル
ー
ツ
と
も
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。「
色
は
匂
え
ど　

散

り
ぬ
る
を　

我
が
世
た
れ
そ　

常
な
ら

む
有
為
の
奥
山　

今
日
越
え
て　

浅
き

夢
じ　

酔
い
も
せ
ず
」。「
諸
行
無
常
」

と
は
「
こ
の
世
に
は
永
遠
に
続
く
も
の

な
ど
無
い
」。「
是
生
滅
法
」
と
は
「
生

き
て
い
る
も
の
は
必
ず
滅
す
る　

是
こ

そ
が
理
で
あ
る
」。「
生
滅
滅
為　

寂
滅

為
楽
」
は
生
き
る
滅
す
る
と
い
う
こ
の

「
涅
槃
会
」と「
涅
槃
図
」

小
嶋
　
一
郎

京
都
産
業
大
学
　
日
本
文
化
研
究
所

上
席
特
別
客
員
研
究
員

理
を
受
け
入
れ
て
理
解
す
る
こ
と
こ
そ

が
真
の
安
楽
に
通
じ
る
の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
訳
し
方
も
あ
り
、
そ
の
中
で

の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
冒
頭
の「
諸
行
無
常
」

か
と
私
は
思
い
ま
す
。

　

涅
槃
会
と
は
お
釈
迦
さ
ん
を
偲
び
、

説
か
れ
た「
諸
行
無
常
」
以
下
の
言
葉

の
本
当
の
意
味
を
噛
み
し
め
る
た
め
に

縁
あ
る
人
々
が
集
う
日
で
も
あ
る
の
で

す
。
お
釈
迦
さ
ん
が
旅
立
た
れ
た
の
は

２
月
15
日
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
太
陽

暦
に
合
わ
せ
て
３
月
15
日
頃
に
「
涅
槃

会
」
が
行
わ
れ
て
い
る
寺
院
も
多
い
で

す
。

　

京
都
市
内
に
は
多
く
の
寺
院
が
あ

り
、
２
月
～
４
月
に
は
涅
槃
会
の
期
間

中
、
多
く
の
涅
槃
図
を
拝
ま
せ
て
頂
く

機
会
が
多
々
あ
り
ま
す
。
特
に
上
京
区

に
は
、
個
性
的
な
涅
槃
図
も
世
に
知
ら

れ
、
区
民
の
み
な
ら
ず
遠
方
か
ら
は
る

ば
る
こ
の
時
期
に
参
拝
・
拝
観
に
来
ら

れ
る
方
も
多
い
よ
う
で
す
。

　

先
ず
は
、
本
法
寺
所
蔵
「
佛
涅
槃
図

（
重
文
）」で
す
。
長
谷
川
等
伯
が
息
子
、

久
蔵
の
七
回
忌
に
手
掛
け
た
巨
大
な
涅

槃
図
で
、
吊
る
し
た
時
の
高
さ
は
約
10

ｍ
、
幅
は
6
ｍ
程
も
あ
り
ま
す
。
現
在

ね　

は
ん　

え

ね　

は
ん　

ず

─ 9 ─ ─ 8 ─



の
宝
物
館
が
１
階
と
２
階
の
吹
抜
け
式

に
な
っ
て
い
る
の
も
こ
の
大
き
な
涅
槃

図
の
御
開
帳
を
考
え
て
の
こ
と
ら
し
い

で
す
。
普
段
は
複
製
が
吊
る
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
３
月
14
日
か
ら
４
月
15
日
ま

で
約
１
か
月
間
、
ロ
ン
グ
ラ
ン
の
特
別

御
開
帳
で
す
。
涅
槃
を
迎
え
る
穏
や
か

な
お
釈
迦
さ
ん
の
お
顔
が
印
象
的
で
、

集
ま
っ
た
動
物
達
に
も
個
性
派
が
描
か

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
「
犬
」
で
、
当
時

は
ま
だ
一
般
的
で
は
無
か
っ
た
「
ポ
イ

ン
タ
ー
」
や
「
コ
リ
ー
」
と
み
ら
れ
る

洋
犬
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
す
。
長
谷

川
等
伯
は
能
登
出
身
の
絵
師
で
す
が
、

堺
出
身
の
千
利
休
ら
と
親
交
が
あ
っ
た

た
め
で
し
ょ
う
か
、
自
治
都
市
と
し
て

南
蛮
と
も
交
易
の
あ
っ
た
堺
の
町
で
見

か
け
た
で
あ
ろ
う
珍
し
い
外
国
の
犬
を

描
い
た
の
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
掛
軸
の
左
中
程
に
、
作
者
で

あ
る
自
分
の
姿
を
比び

丘く

の
一
人
と

し
て
、
人
知
れ
ず
目
立
た
な
い
よ

う
に
描
き
入
れ
た
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
横
た
わ
る
釈
尊
を
自
分
の
息

子
、
久
蔵
に
な
ぞ
ら
え
、
涅
槃
の

時
に
立
ち
会
え
な
か
っ
た
後
悔
の

念
を
そ
の
距
離
感
で
表
現
し
て
い

る
の
か
？
或あ
る

い
は
ス
ペ
イ
ン
の
宮

廷
絵
師
ベ
ラ
ス
ケ
ス
の
絵
で
も
見

ら
れ
る
よ
う
に
、
西
洋
諸
国
の
お

抱
え
絵
師
が
時
折
、
作
者
自
身
の

姿
を
画
中
に
描
く
こ
と
を
、
南
蛮
人
か

ら
聞
い
て
そ
の
手
法
を
試
し
た
の
か
？

実
際
に
こ
の
大
涅
槃
図
を
目
の
当
た
り

に
し
た
時
、
等
伯
自
身
と
み
ら
れ
る
人

物
に
も
眼
を
向
け
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　

次
に
、
清
浄
華
院
所
蔵
の
「
大
涅
槃

図
」
で
す
。
節
分
大
祭
（
2
月
3
日
）

か
ら
涅
槃
会
（
清
浄
華
院
で
は
）、
２

月
14
日
ま
で
、
大
殿
内
で
御
開
帳
と
な

り
ま
す
。
今
か
ら
三
百
有
余
年
前
の
正

徳
3
年
（
１
７
１
３
）
海か
い
ほ
う
ゆ
う
け
ん

北
友
賢
の
筆

に
よ
る
も
の
で
す
。
横
に
臥
せ
な
が
ら

も
、
ま
る
で
直
立
す
る
仏
像
の
よ
う
に

美
し
く
描
か
れ
た
お
釈
迦
さ
ん
を
中
心

に
、
涅
槃
に
集
ま
っ
た
数
多
く
の
生
物

が
描
か
れ
て
い
ま
す
が
、
清
浄
華
院
の

涅
槃
図
で
特
筆
す
べ
き
は
、
海
に
棲
む

生
物
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
画

面
右
下
に
は
海
面
と
思
し
き
水
が
大
き

く
描
か
れ
、
鯨
が
泳
ぎ
、
蛸
が
跳
ね
、

鯛
な
ど
魚
類
が
顔
を
出
し
、
陸
地
に
は

海
老
や
蟹
、
貝
類
が
精
緻
に
描
か
れ
て

い
ま
す
。
釈
尊
が
涅
槃
を
迎
え
た
ク
シ

ナ
ガ
ラ
と
い
う
所
は
、
大
き
な
川
は
流

れ
て
い
た
も
の
の
、
海
か
ら
は
遠
い
筈

な
の
で
す
が
、
海
に
棲
む
生
き
物
た
ち

も
涅
槃
に
立
ち
会
う
た
め
に
遥は
る

々ば
る

や
っ

て
き
た
と
い
う
思
い
を
、
絵
師
は
描
き

た
か
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
ま
た

画
面
の
上
部
に
は
他
の
涅
槃
図
に
は
無

い
ほ
ど
、
鳥
類
が
数
多
く
描
か
れ
て
い
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ま
す
。
仏
国
浄
土
に
し
か
い
な
い
と
い

う「
迦か
り
ょ
う陵
頻び
ん

伽が

」を
は
じ
め
、孔
雀
や
燕
、

鴛お
し
ど
り鴦
な
ど
、
鳥
類
図
鑑
を
髣ほ
う

髴ふ
つ

と
さ
せ

る
ほ
ど
多
種
多
彩
で
す
。
も
う
一
点
特

徴
を
挙
げ
ま
す
と
、
お
馴
染
み
の
動
物

達
が
極
め
て
写
実
的
に
描
か
れ
て
い
る

点
で
す
。
中
で
も
虎
や
猪
な
ど
体
毛
の

多
い
動
物
の
毛
並
み
が
特
に
緻
密
に
描

か
れ
て
い
ま
す
。
後
に
活
躍
す
る
伊
藤

若
冲
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
も

考
え
ら
れ
る
ほ
ど
の
描
写
力
で
す
。
ま

た
清
浄
華
院
に
は
、
日
本
に
初
め
て
象

が
や
っ
て
き
た
時
（
１
７
２
９
）
に
、

境
内
が
象
の
宿
舎
に
な
っ
た
と
い
う
記

録
が
残
っ
て
い
ま
す
。
絵
師
の
意
図
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
涅
槃
図
に
描
か
れ

た
個
性
的
な
象
に
、
仏
縁
で
引
き
寄
せ

ら
れ
る
か
の
よ
う
に
本
物
の
象
が
や
っ

て
き
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
。 

　

そ
し
て
最
後
は
、
大
報
恩
寺
所
蔵
の

涅
槃
図
で
す
。「
千
本
釈
迦
堂
」
の
通と
お

称り

名な

で
し
ら
れ
る
こ
の
寺
院
で
は
、
3

月
22
日
の
「
釈
迦
遺ゆ
い
ぎ
ょ
う
き
ょ
う
え

教
経
会
」
の
日
に

本
堂
内
で
修
さ
れ
る
法
要
と
共
に
江
戸

時
代
の
涅
槃
図
が
御
開
帳
と
な
り
ま

す
。
涅
槃
図
の
作
者
は
、
箱
書
き
に
よ

り
ま
す
と
、江
戸
時
代
中
期
の
町
絵
師
、

岡
本
次
郎
右
衛
門
で
享
保
16
年
（
１
７

３
１
）
作
で
す
。
こ
の
涅
槃
図
の
特
徴

は
、
涅
槃
に
駈
け
つ
け
よ
う
と
す
る
摩

耶
夫
人
が
飛
来
す
る
様
子
を
、
ま
る
で

時
間
が
止
ま
っ
た
よ
う
に
描
い
て
い
る

点
で
す
。
天
人
一
行
の
飛
来
の
様
子
が

描
か
れ
て
い
る
こ
と
自
体
は
涅
槃
図
で

は
、
そ
う
珍
し
く
は
無
い
の
で
す
が
、

清
浄
華
院
の
涅
槃
図
で
は
、
今
ま
さ
に

涅
槃
に
駈
け
つ
け
よ
う
と
し
て
い
る
と

こ
ろ
を
ス
ピ
ー
ド
感
溢
れ
る
タ
ッ
チ
で

描
い
て
い
た
の
に
対
し
、
大
報
恩
寺
の

涅
槃
図
で
は
、
ど
う
や
ら
入
滅
の
瞬
間

に
間
に
合
わ
な
か
っ
た
た
め
で
し
ょ
う

か
？
天
人
一
行
の
駆
け
つ
け
よ
う
と
し

て
い
る
動
き
が
無
く
、
そ
の
た
め
間
に

合
わ
な
か
っ
た
悲
し
み
の
念
が
表
現
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。
天
人
一
行
の
中
心
で

あ
る
摩
耶
夫
人
は
お
釈
迦

さ
ん
の
生
み
の
母
で
、
出

産
直
後
に
無
く
な
っ
て
し

ま
い
、
天
界
に
召
さ
れ
ま

し
た
の
で
、
ま
だ
う
ら
若

き
天
女
の
姿
で
上
空
か
ら

雲
に
乗
っ
て
飛
来
す
る
場

面
と
し
て
描
か
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
際
に
摩
耶
夫
人
ら
天
人
の
一

行
を
釈
尊
の
元
に
導
こ
う
と
す
る
阿あ

那な

律り
つ

と
い
う
十
大
弟
子
の
ひ
と
り
が
描
か

れ
て
い
る
場
合
と
、
そ
う
で
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
が
、
大
報
恩
寺
や
清
浄
華

院
の
涅
槃
図
で
は
描
か
れ
て
い
ま
す
。

棚
引
く
雲
の
拡
が
り
方
や
、
沙
羅
双
樹

（
２
本
×
４
方
向
）
の
配
置
の
仕
方
も

美
し
く
、
涅
槃
図
と
し
て
の
基
本
を
忠

実
に
守
り
な
が
ら
も
、
全
体
的
に
デ
ザ

イ
ン
と
構
図
の
ま
と
ま
り
を
意
識
し
た

絵
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
「
千
本

の
釈
迦
念
仏
」
と
し
て
徒
然
草
に
も
記

さ
れ
た
法
要
は
「
大
原
声
明
千
本
式
」

と
呼
ば
れ
、
独
特
の
節
回
し
や
発
音
が

耳
に
心
地
よ
く
、
大
報
恩
寺
を
開
い
た

義ぎ

空く
う

上
人
の
弟
子
、
第
２
世
如に
ょ

輪り
ん

上
人

が
始
め
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
八
百
年

近
く
も
続
く
「
南
無
釈
迦
牟
尼
仏
～
」

と
い
う
声
明
が
、
西
陣
の
千
本
釈
迦
堂

に
響
き
渡
る
頃
、境
内
の
お
か
め
桜（
枝

垂
桜
）
の
蕾
も
大
き
く
膨
ら
み
始
め
、

そ
ろ
そ
ろ
綻
び
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

底
冷
え
に
外
出
も
控
え
が
ち
に
な
る

こ
の
時
期
で
す
が
、
涅
槃
会
や
涅
槃
図

の
御
開
帳
に
、
心
躍
ら
せ
な
が
ら
過
ご

し
て
お
り
ま
す
と
、
や
が
て
春
を
感
じ

さ
せ
る
兆
し
が
見
え
る
季
節
へ
と
移

り
、
上
京
の
町
中
は
桜
の
咲
く
百
花
繚

乱
の
シ
ー
ズ
ン
へ
と
移
ろ
い
ま
す
。
ま

る
で
自
ら
の
涅
槃
を
教
え
の
手
段
と

し
て
、「
全
て
の
も
の
は
常
で
は
無
い
。

ま
し
て
や
生
を
受
け
た
人
は
必
ず
終
わ

り
を
迎
え
る
。
自
分
と
て
例
外
で
は
な

い
。
し
か
し
残
し

た
教
え
や
生
き
様

は
し
っ
か
り
と
次

の
世
代
に
伝
わ
っ

て
い
く
。」こ
と
を
、

涅
槃
会
法
要
と
涅

槃
図
に
込
め
ら
れ

た
教
え
か
ら
実
感

す
る
季
節
で
す
。
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椿

と

梅

新
上
京
の
昔
ば
な
し

　

ツ
バ
キ
は
冬
を
象
徴
す
る
花
。
茶
道

で
も
炉
の
時
期
の
代
表
と
さ
れ
る
が
、

枝
か
ら
散
る
様
は
首
が
落
ち
る
瞬
間
を

連
想
さ
せ
る
と
し
て
武
士
に
は
忌
み
嫌

わ
れ
た
。本
誌
49
号「
千
宗
旦
と
キ
ツ
ネ
」

に
紹
介
し
た
千
宗
旦
（
１
５
７
８
―
１

６
５
８
）
に
は
、
ツ
バ
キ
の
花
に
ま
つ

わ
る
逸
話
も
残
る
。

選
び
抜
い
た
妙
蓮
寺
椿
が

　

あ
る
時
、
宗
旦
と
親
し
く
し
て
い
た

正
安
寺
（
現
在
、
こ
の
名
称
の
寺
院
は

京
都
市
内
に
は
見
当
た
ら
な
い
が
）
の

和
尚
は
、
境
内
に
美
し
く
咲
い
た
妙
蓮

寺
椿
か
ら
選
び
抜
い
た
一
枝
一
輪
を「
ツ

バ
キ
の
花
は
も
ろ
く
て
落
ち
や
す
い
か

ら
、
心
し
て
持
っ
て
行
く
よ
う
に
」
と
、

宗
旦
の
庵
に
小
僧
を
遣
わ
せ
る
こ
と
と

し
た
。
妙
蓮
寺
椿
は
も
と
も
と
西
陣
の

名め
い
さ
つ刹
、
本
門
法
華
宗
大
本
山
妙
蓮
寺
の

「
紅
の
や
や
濃
い
大
中
輪
、
花
弁
は
４
～

５
枚
、
抱
え
咲
き
、
輪
心
の
蕊し
べ

は
茶
釜

式
で
な
く
や
や
開
く
」（
※
薬
学
博
士
嶋

田
玄
弥
氏
「
妙
蓮
寺
椿
に
つ
い
て
」
１

９
８
２
年
に
よ
る
）
大
ぶ
り
の
花
を
咲

か
せ
る
ツ
バ
キ
を
い
う
。
茶
会
の
席
を

飾
る
茶
花
と
し
て
室
町
時
代
か
ら
愛
用

さ
れ
て
き
た
。

　

命
を
受
け
た
小
僧
は
、
一
枝
一
輪
の

ツ
バ
キ
を
大
事
に
持
ち
な
が
ら
庵
に
向

か
う
が
、
途
中
、
路
傍
の
石
に
け
つ
ま

ず
い
た
拍
子
に
枝
か
ら
ツ
バ
キ
の
花
が

無
情
に
も
ポ
ト
リ
と
落
ち
て
し
ま
っ
た
。

　
「
こ
れ
は
と
ん
で
も
な
い
粗そ

相そ
う

を
し
て

し
ま
っ
た
。
ど
う
し
た
ら
い
い
も
の
か
」

　
「
も
う
一
度
、
お
寺
に
戻
ろ
う
か
、
い

や
こ
の
花
は
和
尚
様
が
一
番
の
も
の
を

見
繕
わ
れ
た
の
だ
か
ら
。
ど
ん
な
お
叱

り
を
う
け
る
こ
と
や
ら
」

　

落
ち
た
ツ
バ
キ
の
花
を
拾
い
上
げ
、

花
の
な
い
枝
に
充
て
が
っ
た
が
元
に
戻

る
わ
け
が
な
い
。
し
く
じ
り
を
悔
や
み

悩
み
な
が
ら
、
涙
を
浮
か
べ
て
歩
い
て

い
る
内
に
庵
の
前
ま
で
来
て
し
ま
っ
た
。

　

小
僧
は
ビ
ク
ビ
ク
し
な
が
ら
も
意
を

決
し
て
宗
旦
を
訪
ね
る
。

　
「
実
は
、
和
尚
様
か
ら
こ
の
ツ
バ
キ
の

花
を
宗
旦
様
に
届
け
る
よ
う
に
言
わ
れ

た
の
で
す
が
、
途
中
で
落
と
し
て
し
ま

い
ま
し
て
申
し
わ
け
あ
り
ま
せ
ん
」
と

失
敗
を
詫
び
た
と
こ
ろ
、
宗
旦
は
粗
相

を
と
が
め
る
の
で
は
な
く
、
枝
と
ツ
バ

キ
の
花
を
受
け
取
り
「
よ
う
正
直
に
話

し
て
く
れ
ま
し
た
な
。
わ
ざ
わ
ざ
届
け

て
く
れ
て
あ
り
が
た
い
。
ま
あ
、
涙
を

拭
い
て
、
一
服
あ
が
っ
て
い
き
な
さ
れ
」

と
お
遣
い
の
お
礼
を
言
い
、「
し
ば
ら
く

待
っ
て
い
な
さ
い
」
の
言
葉
を
残
し
て

姿
を
消
し
た
。

今
し
が
た
落
ち
た
よ
う
に

　

し
ば
ら
く
の
時
間
が
経た

ち
、
顔
と
手

を
洗
っ
て
小
僧
が
「
今
日
庵
」
の
茶
席

※
本
誌
表
紙
写
真　

妙
蓮
寺
椿

─ 11 ─
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に
坐
る
と
、
先
ほ
ど
持
っ
て
き
た
枝
と

花
が
目
に
飛
び
込
ん
で
き
た
。「
う
う
ん
、

こ
れ
は
」。
宗
旦
は
そ
れ
ま
で
壁
床
に
掛

か
っ
て
い
た
掛
け
物
を
外
し
て
、
床
柱

に
祖
父
利
休
形
見
の
竹
花
入
「
園お
ん
じ
ょ
う
じ

城
寺
」

を
し
つ
ら
え
て
枝
を
投
げ
入
れ
、
そ
の

下
の
畳
に
直
接
ツ
バ
キ
の
花
を
置
い
て
、

ま
さ
に
今
し
が
た
落
ち
た
よ
う
に
見
立

て
て
、
薄
茶
を
振
る
舞
っ
た
。
そ
し
て
、

「
ご
苦
労
様
で
し
た
」と
、労
を
ね
ぎ
ら
っ

て
帰
し
た
と
い
う
。

　
「
宗
旦
の
相
手
を
大
切
に
す
る
心
の
表

れ
。
ビ
ク
ビ
ク
し
て
い
る
小
僧
の
気
持
ち

を
す
っ
ぽ
り
と
包
ん
だ
。
と
が
め
な
い
心

は
、
ま
さ
に
す
べ
て
を
受
け
入
れ
る
こ
と

の
で
き
る
開
か
れ
た
心
と
言
え
る
」

　
「
小
僧
は
宗
旦
の
懐
の
深
さ
を
感
激
し

た
こ
と
だ
ろ
う
」

　
「
花
の
落
ち
た
枝
、
枝
か
ら
散
っ
た
花

は
何
の
価
値
も
な
い
は
ず
。
そ
れ
を
活

か
し
て
愛
で
た
宗
旦
の
感
性
と
機
転
。

わ
び
茶
の
精
神
が
感
じ
ら
れ
る
」

　

こ
の
逸
話
は
古
く
か
ら
茶
人
に
語
り

継
が
れ
、
茶
の
湯
に
深
く
傾け
い
と
う倒
し
た
幕

末
の
大
老
井
伊
直
弼
（
１
８
１
５
―
６

０
）
も
、『
閑
夜
茶
話
』
の
14
話
「
千
家
」

に
記
し
て
い
る
。

（
福
井
和
雄
）

春
の
到
来
告
げ
る
ウ
メ

　

冬
を
象
徴
す
る
花
が
ツ
バ
キ
な
ら
、

春
の
到
来
を
告
げ
る
花
が
ウ
メ
。
そ
の

梅
の
花
を
こ
よ
な
く
好
ん
だ
の
が
平
安

時
代
の
政
治
家
・
文
人
の
菅
原
道
真
公

（
８
４
５
―
９
０
３
）。
醍
醐
天
皇
の
御

代
に
右
大
臣
と
し
て
国
家
の
政
務
を
統

括
し
た
が
、
左
大
臣
藤
原
時
平
の
讒ざ
ん
げ
ん言

に
よ
っ
て
太だ
ざ
い
ご
ん
の
そ
ち

宰
権
帥
と
し
て
筑
紫
国
大

宰
府
に
左さ

遷せ
ん

さ
れ
、
延
喜
３
年
２
月
25

日
（
旧
暦
）
に
波
乱
の
生
涯
を
閉
じ
た
。

　

梅
の
花
を
愛
し
た
菅
公
が
左さ

遷せ
ん

さ
れ

る
ま
で
住
ん
で
い
た
屋
敷
・
紅
梅
殿
か

ら
大
宰
府
に
向
け
て
出
発
し
よ
う
と
し

た
時
、
庭
の
紅
梅
を
眺
め
て
詠
ん
だ
和

歌
が
「
東こ

ち風
吹
か
ば　

匂
ひ
お
こ
せ
よ

　

梅
の
花　

主
な
し
と
て　

春
を
わ
す

る
な
」。
東
風
が
吹
い
た
ら
、
芳
か
ん
ばし
い
花

を
咲
か
せ
て
く
れ
梅
の
木
よ
、
主
（
私

＝
菅
公
）
が
居
な
い
か
ら
と
言
っ
て
、

春
が
来
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

―
と
い
う
意
味
で
、
住
み
慣
れ
た
紅
梅

殿
を
去
る
に
あ
た
っ
て
懐
か
し
さ
の
余

り
心
な
き
草
木
に
も
契
り
を
結
ば
れ
た

菅
公
の
悲
嘆
な
心
境
が
思
わ
れ
る
。

　

伝
説
に
よ
る
と
、
こ
の
梅
は
大
宰
府

ま
で
飛
ん
で
行
っ
た
と
言
わ
れ
、
飛と
び
う
め梅

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
飛
梅
伝
説
は
承

久
元
年
（
１
２
１
９
）
成
立
の
国
宝

「
北
野
天
神
縁
起
絵
巻
・
承
久
本
」
に

あ
る
の
が
最
古
と
い
わ
れ
、
そ
の
後

「
十じ
っ
き
ん
し
ょ
う

訓
抄
」
や
「
古こ
こ
ん
ち
ょ
も
ん
じ
ゅ
う

今
著
聞
集
」
な
ど
の

説
話
集
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
、
巷こ
う
か
ん間

よ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の

飛
梅
が
種
と
な
る
梅
は
、
現
在
北
野
天

満
宮
の
本
殿
前
に
植
わ
る
飛
梅
「
紅べ
に

和わ

魂こ
ん
ば
い梅
」
で
あ
り
、
毎
年
三
月
に
は
美
し

い
紅
梅
の
花
を
咲
か
せ
て
い
る
。

　

菅
公
の
死
後
、平
安
京
で
は
雷
、大
火
、

疫
病
な
ど
の
天
変
地
異
が
続
発
、
延
長

８
年
（
９
３
０
）
の
清せ
い
り
ょ
う
で
ん

涼
殿
落
雷
事
件

で
は
菅
公
左
遷
に
関
わ
っ
た
藤
原
清
貫

ら
が
亡
く
な
り
、
醍
醐
天
皇
も
３
ヵ
月

後
に
崩ほ
う
ぎ
ょ御
し
た
。
こ
れ
は
「
菅
公
の
怨

霊
が
雷
神
と
な
り
、
雷
を
操
っ
た
た
め
」

と
恐
れ
ら
れ
た
。
そ
の
祟た
た

り
を
鎮
め
る

た
め
天
暦
元
年（
９
４
７
）、朝
廷
に
よ
っ

─ 13 ─ ─ 12 ─

三光門と白梅

国宝御本殿前の飛梅「紅和魂梅」

菅
原
道
真
公
と
ウ
メ



て
平
安
京
の
北
西
（
天
門
）
に
あ
た
る

聖
地
・
北
野
に
菅
公
を
祀ま
つ

る
社
殿
が
造

営
さ
れ
た
の
が
北
野
天
満
宮
の
は
じ
ま

り
で
あ
る
。「
天
神
」
の
名
は
一
條
天
皇

に
よ
り
菅
公
に
贈
ら
れ
た
御
神
号
「
北き
た

野の

天て
ん
ま
ん満
大だ
い

自じ

在ざ
い

天て
ん
じ
ん神
」
に
由
来
し
、
や

が
て
「
天
神
様
」
と
し
て
、
学
問
を
は

じ
め
芸
能
・
農
耕
・
厄
除
・
至
誠
の
神

と
し
て
親
し
ま
れ
、
北
野
を
中
心
に
天

神
信
仰
は
全
国
に
伝
播
し
て
い
く
の
で

あ
る
。小

枝
を
挿
し
た
お
供
え

　

菅
公
の
祥
月
命
日
に
あ
た
る
２
月
25

日
に
、
御
祭
神
の
御
遺
徳
を
偲
び
、
北

野
天
満
宮
が
毎
年
斎
行
す
る
梅
花
祭
。

境
内
で
は
豊
臣
秀
吉
公
が
天
正
15
年（
１

５
８
７
）
に
北
野
大
茶
湯
を
催
し
た
故

事
に
因ち
な

ん
で
野の

点だ
て

の
茶
会
が
開
か
れ
、

多
く
の
参
詣
者
で
賑
わ
っ
て
い
る
。
古

く
は
鳥
羽
天
皇
の
天
仁
２
年
（
１
１
０

９
）
に
開
催
さ
れ
た
記
録
が
残
っ
て
お

り
、
９
０
０
年
余
り
の
歴
史
を
持
つ
伝

統
行
事
で
あ
る
。

　

当
日
、
神
前
に
は
「
梅ば
い

花か

の
御ご

供く

」

と
呼
ば
れ
る
特
殊
神し
ん
せ
ん饌
が
献
じ
ら
れ
る
。

こ
れ
は
、
菅
公
自
ら
が
大
宰
府
で
彫
り

上
げ
た
木
像
を
、
京
都
に
持
ち
帰
っ
て

西
ノ
京
北
町
に
祠
を
建
て
お
祀
り
し
た

「
神じ

人に
ん

」
と
呼
ば
れ
た
人
た
ち
の
末
裔
で

作
る
「
七
保
会
」
の
会
員
が
、
前
日
か

ら
精
進
潔
斎
し
て
、
白
米
四
斗
を
蒸
し

て
大
小
二
つ
の
台
に
盛
っ
た
「
大お
お
ば
ん飯
」

「
小こ

飯ば
ん

」
と
、
男
女
の
厄
年
に
因
ん
で
白

梅
42
本
、
紅
梅
33
本
の
小
枝
を
挿
し
た

「
紙こ
う
だ
て立
（
仙
花
紙
を
筒
状
に
し
て
、
底
に

小
さ
な
土
器
を
敷
い
て
玄
米
を
い
れ
た

も
の
）」
を
調
製
し
て
、
神
前
に
お
供
え

す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
玄
米
を
ご
飯
に
炊
き

込
む
と
災
難
・
厄
除
け
・
無
病
息
災
に
な
る
と

言
わ
れ
、
１
月
25
日
の
「
初
天
神
」
か
ら
授
与

さ
れ
て
い
る
。

　
「
梅
花
の
御
供
」
に
つ
い
て
は
、
古
く
は
「
御

神
霊
を
宥な
だ

め
る
」
と
音
が
通
じ
る
こ
と
か
ら
、

菜
種
の
花
を
供
え
る
「
菜な
た
ね
の
ご
く
う

種
御
供
」
と
称
し
て

い
た
が
、
新
暦
に
変
わ
っ
た
明
治
時
代
に
菜
種

に
変
わ
っ
て
梅
花
を
用
い
た
こ
と
か
ら
「
梅
花

の
御
供
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

（
北
野
天
満
宮
）

─ 13 ─

梅花祭特殊神饌

新春の参詣者



　第５３回上京薪能が

昨年9月21日に白峯

神宮で開催されまし

た。当日は天候に恵ま

れ、三年ぶりの屋外で

の上演とあって、多く

の来場者が幽玄の世

界に魅了されました。

　「上京区民ふれあいまつり２０１７」が、昨年10月29日に新

町小学校で開催されました。雨の中の開催でしたが、各学区や

団体による模擬店やあそびコーナー等は多くの区民でにぎわ

いました。

　昨年11月4日、ボランティアの皆さんによって、庁舎前のプ

ランターの一斉植替え作業が行われました。

　夏に目を楽しませてくれたハイビスカスに代わり植えられた

のは、小さなガーデンシクラメンやパンジー、葉の形が可愛い

モミジバゼラニウムです。庁舎前を彩る愛らしくも美しい花た

ちを、ぜひ、ご覧になってください。

　秋の「上京茶会」が昨年11月19日、「おりべ寺」として知ら

れる興聖寺において、裏千家の懸釜により開催されました。時

折小雨も降るなど寒い気候でしたが、ご来場の方が途切れる

ことのない大盛況となりました。

　茶室では古田織部の木像に見守られ、皆様、深まる秋を感じ

ながらの一服を楽しまれていました。

　昨年12月26日、岡山県瀬戸内市にある国立ハンセン病療

養所長島愛生園の見学を行いました。大学生を中心とした参

加者は、ハンセン病についての説明を受け、当時の資料を見

たり現状を知ることで、改めて人権問題について考えるきっか

けとなりました。

「上京茶会」「上京茶会」

上京区人権月間バスツアー上京区人権月間バスツアー

上京区民ふれあいまつり２０１７上京区民ふれあいまつり２０１７

「みんなで花を咲かそう」活動「みんなで花を咲かそう」活動

「上京薪能」「上京薪能」
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「
上
京
・
史
蹟
と
文
化
」
は
上
京
区
役
所
地
域
力
推
進
室
ま
ち
づ
く
り
推
進
担
当
で
販
売
致
し
て
お
り
ま
す
。（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
４
４
１
─
５
０
４
０
）

表紙題字／吉川蕉仙氏　　表紙写真／妙蓮寺：妙蓮寺椿　水野克比古氏

ま
た
、
上
京
区
役
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
御
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

●グローバル地域文化学部

同志社大学  広報部  広報課

学校法人 北野幼稚園
京都市上京区御前通一条下る　　（北野天満宮バス停下車南１0０m）

創
立
以
来
八
十
年
に

わ
た
っ
て
、

和
や
か
な
家
庭
的
な

雰
囲
気
に
包
ま
れ
つ
つ

就
学
前
教
育
の

本
流
を
め
ざ
し
て
、

保
育
を
続
け
て

参
り
ま
し
た
。

幼
児
た
ち
は

楽
し
い
遊
び
を
通
し
て
、

人
生
に
必
要
な
生
き
る

力
の
す
べ
て
を
手
に
し
ま
す
。
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